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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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年 4月 1日

2
0
1
3年
度

第

4
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

（平成26) 

1
月
初
日
、

『
2
0
1
3
年
度
第

4

回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
東
京

・
千

代
田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
書
面
決
議

に
よ
り
開
催
さ
れ
、
「
第

4
回
奨
学
生

出
願
者
（

1
月
四
日
締
切
）
の
選
考
」

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
学
資
給
与
奨
学
生
と
し
て
幼
児
2

人
、
中
学
生

1
人
の
合
計

3
人
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

3
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

よだム一A英

2
0
1
3年
度
第

5
回
理
事
会

育( 1 ) 

3
月

4
日、

『
2
0
1
3
年
度
第

5

回
理
事
会
」
が
東
京
・
千
代
田
区
の
コ

ー
プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
①
2
0
1
4
年
度
事
業
計
画

（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て、

①

2
0
1
4年
度
役
員
報
酬
（
案
）

に
つ
い
て
、

③
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議

員
候
補
者
（
1
名
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、

①
辞
任
に
伴
う
奨
学
生
選
考
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、

⑤
特
定
資
産
の
処
分
に

つ
い
て
、

⑥

2
0
1
3
年
度
第

3
回
評

議
員
会
の
招
集
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

マ
奨
学
生
選
考
委
員
｜
鈴
木
敏
氏
（
全

日
本
海
員
組
合
水
産
部
専
任
部
長
）

2
0
1
3年
度
第
3
回
評
議
員
会

3
月
日
目
、

『
2
0
1
3年
度
第
3
回

評
議
員
会
」
が
東
京
・
千
代
田
区
の
コ

ー
プ
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、

①

2
0
1

4
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
②
2
0
1
4

年
度
役
員
報
酬
（
案
）
に
つ
い
て
、
①

辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
の
選
任
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議

な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

マ
評
議
員
｜
鈴
木
敏
氏
（
前
掲
）

av今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奨
学
生
・
保
護
者
受
涜

活
動
行
事
（
計
画
）

本
会
で
は
育
英
事
業
の
推
進
に
必
要

な
事
業
と
し
て
、
普
及
指
導
事
業
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
と

し
て
「
奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動

（
2
0
1
4
ふ
れ
あ
い
旅
行
こ
を
本
年

度
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
奨
学
生
だ

け
で
は
な
く
保
護
者
の
方
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
同
じ
境
遇
に
あ

る
者
同
士
が
日
ご
ろ
胸
に
秘
め
た
不
安

や
悩
み
を
語
り
合
い
、
親
睦
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
現
段
階
で
の
計
画
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
対
象
ご
家
族
に
は
、

実
施
内
容
資
料
を
本
会
か
ら
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

日

程

一

8
月

1
1
3
日
（

2
泊
3
日）

対
象
者
一
全
国
の
小
学
校

3
年
生

1
中

学

1
年
生
の
奨
学
生
と
そ
の

保
護
者

所
一
那
須
高
原
（
予
定
）

場

2014年度
年間の主な行事予定
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日 考委 日 2考委日 考委 7》 ド 事

泊 締類 l可 -

員晶:z:;;、 t員』 日3会員 会員切蚕長
） 日

第
W
回
全
国
青
年
・

台
粧
漁
業
者
爽
涼
大
会

3
月

4
、
5
日
の

2
日
間
、
東
京

・
千

代
田
区
の
「
グ
ラ
ン
ド
ア

l
ク
半
蔵
門
」

に
て

『第
四
回
全
国
青
年

・
女
性
漁
業

者
交
流
大
会
」

（J

F
全
漁
連
主
催
、

J

F
全
国
女
性
連
・

J

F
全
国
漁
青
連
協

賛
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
青
年
・
女
性

漁
業
者
が
、
日
ご
ろ
の
研
究

・
実
践
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識
や
情
報
を

共
有

・
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
水
産
業

・

漁
村
の
発
展
と
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

こ
卒
業
・
こ
進
尚
？
と
進
級

T

の
め
ご
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

新
年
度
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

既
に
、
漁
連
や
漁
協
な
ど
を
通
じ
、

本
会
か
ら
の
案
内
文
書
を
受
け
取
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
奨
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
進
路
に
応
じ
た
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
左
記

の
表
に
て
、
対
象
と
な
る
学
年
と
必
要

な
書
類
を
ご
確
認
の
上
、
期
日
ま
で
に

本
会
へ
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。
な
お
、
書
類
を
提
出
さ

れ
な
い
方
に
は
、
本
年
度
第

1
回
（

5

月
お
日
）
の
送
金
が
で
き
な
く
な
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
氏
名
・
住
所
な
ど
本
会
へ

の
届
出
事
項
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
所

属
の
漁
連

・
漁
協
、
ま
た
は
本
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

O
締
切
日

2
0
1
4
年

4
月
お
日
本
会
必
着

す
。
今
年
は
全
国
か
ら
ぬ
グ
ル
ー
プ
が

参
加
さ
れ
、

1
日
目
に
発
表
と
討
論
が
、

2
日
目
に
講
評
・
意
見
交
換
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
大
会

2
日
目
、
会
場
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
い
、
来

場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
主
催
者
は
じ

め
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奨
学
生
未
申
請
者
は

い
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ま
の
ま
わ
り
に
、
海
難
遺

児
で
い
ま
だ
奨
学
生
の
申
請
を
さ

れ
て
な
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
？
も
し
、
地
域
に
そ
の
よ

う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
本

会
ま
た
は
も
よ
り
の

J

F
漁
連
等

窓
口
へ
至
急
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波

で
死
亡

・
行
方
不
明
と
な
ら
れ

た
漁
業
従
事
者
お
よ
び
漁
船
等

海
難
救
助
協
力
者
の
お
子
さ
ん

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
漁
連

・
漁
協
な
ど
か
ら
通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
日
日
ま
で
に
各
団
体
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

hua』
A
．
在
学
証
明
書
を
添
付
し
、
編

4
3入
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
病
気
等
で
留
年
と
な
り
延
長
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
延
長
届
と
診
断
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

。
よ
く
あ
る
ご
質
問

‘dQ．
高
校
を
退
（
休
）
学
し
ま
し

d
hた
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
っ
－

h
己
A
．
退
（
休
）
学
届
を

4
2提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
在

学
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
期
間

に
受
領
し
た
学
資
給
与
金
は

返
金
し
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

‘，tQ．
海
外
の
大
学
へ
進

d
B（
留
）
学
し
ま
す
が
、
奨

学
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

h
M』
A
．
残
念
な
が
ら
日
本

側

主
国
内
の
大
学

・
専
門
学

校
（
修
業
年
数

2
年
以
上
）

以
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

‘
遥
Q
．
短
大
を
卒
業
し
ま

4
1し
た
が
、

4
月
か
ら
大

学
へ
編
入
し
ま
す
。
引
き
続

き
、
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
ま

す
か
？

提出書類一覧表

対象者 提出書類

新入園児
2010年4月2日～2011年4月1月生で

（満3歳児）
4月から幼稚園等に入国された方 0学資給与奨学生願書と附属書類
または既に保育所に在所中の方

新入学生
4月から小・中・高等学校等に入学された方

（新 1年生） 0在学医明書

進級者 幼稚園 ・高等学校 ・大学等に在学中の方
0進路報告 （中学校卒業者のみ）

給与終了者
3月に高等学校等を卒業された方

0進路報告

または給与期聞が満期を迎えられた方
0奨学金貸与奨学生願書と附属書類
（貸与希望者のみ）

0進路報告

貸与終了者
3月に大学等を卒業された方

0借用lil・・奨学金返還明細書

または貸与期聞が満期を迎えられた方
0逮帯保恒人職業届
0住所・聴業届または入 （在）学届
（進路によりどちらか鑓出）

注 対章者でない方も吉め．休学・復牢・転牢・過牢・転居・改姓などされた鍵牢生は各届出用紙の提出が必要です．

育英会ホームページ ⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 
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返
還
奨
学
生
の
皆
さ
ん
へ

年 4月 1日

現
在
、
返
還
を
行
っ
て
い
る
奨
学
生

で
転
居
や
転
勤
、
ご
結
婚
に
よ
る
改
姓

な
ど
さ
れ
た
方
は
本
会
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
止
む
得
な
い
事
情
で
返
還
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
既
に
滞
納
金
が

発
生
し
て
お
困
り
の
場
合
は
、

－
人
で

悩
ま
ず
、
本
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
返
還
さ
れ
た
お
金
は
、

後
輩
の
奨
学
生
に
再
び
奨
学
金
と
し
て

貸
与
さ
れ
る
資
金
と
な
り
ま
す
。
－
人

で
も
多
く
の
後
輩
に
進
学
の
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
奨
学
金
の
返
還
は
確
実

に
行
い
ま
し
ょ
う
！

（平成26) よ

奨
学
生
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
5
の

原
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
！

？三

本
会
で
は
、
本
紙
「
育
英
会
だ
よ
り
」

な
ら
び
に
「
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文

集
」
（
5
年
毎
発
刊
）
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
原
稿
を
奨
学
生
お
よ
び
保
護
者

の
方
を
対
象
に
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
の
こ
と
、
学
校
や
職

場
で
の
出
来
事
な
ど
お
好
き
な
テ

l
マ

に
つ
い
て
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
文
章
が
苦
手
な
方

は
イ
ラ
ス
ト
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
応
募

要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応

募

要

領

。
様
式

作
文
一

8
o
o－
－

2
0
0
字
程
度

イ
ラ
ス
ト
一

M
サ
イ
ズ
ま
で
の
も
の

※
作
品
に
は
必
ず
氏
名

・
標
題
の
ほ
か
、

奨
学
生
は
奨
学
生
番
号
を
、
保
護
者

は
お
子
さ
ん
の
名
前
と
奨
学
生
番
号

を
明
記
の
こ
と
。
（
掲
載
時
に
匿
名

や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
の
表
示
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
お
名
前
の
横
に
そ
の
旨

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）

ム一
A英育( 2) 

A
V
応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
メ

l
ル

※
メ

l
ル
に
添
付
す
る
原
稿
フ
ァ
イ
ル

の
形
式
は
。
ヮ

l
ド
。
も
し
く
は
ゴ
ア

キ
ス
卜
ψ

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

avそ
の
他

。
基
本
、
作
品
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

。
写
真
を
添
付
い
た
だ
け
れ
ば
、
作
品

と

一
緒
に
掲
載
致
し
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
時
に
撮
っ
た
も
の
か
、
写
っ
て

い
る
人
物
は
誰
か
な
ど
メ
モ
を
つ
け

て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

。
学
校
の
授
業
等
で
書
い
た
作
品
を

送
っ
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

た
だ
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
出
品
し

た
作
品
は
著
作
権
の
問
題
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

。
掲
載
時
期
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
記

事
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
本
会
で
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
時
に
作
品
の

一
部
を
編
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
記
念
品

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
1
0
1
1
0
0
4
7

東
京

都
千
代
田
ダ区
コ内
タ神
ハ田
ウ 1
スよ
5 1 
階 1

漁 ｜ヨ メ
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育 I牢 ス
英 I~
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募金（寄附）のお願い

現在育英会は、育英事業の充実を図るため、次の募金をお願いしております0

．漁船海難遺児育英資金「水色の羽根募金J
この寄附金は、全て公益目的事業である漁船海難遺児等に対する修学助成事業に

使用させていただきます。

〈送金方法〉

郵便局および本会の指定する下記金融機関にお振込の際、本会の振込用紙をご利

用いただくと、振込手数料が免除されます。ご連絡くださればお送り致します。

〈振込先〉

一一一、

と
寄
附
の
お
礼

2
0
1
3
年
ロ
月
か
ら

2
0
1
4
年

2
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔吃月〕O北海道マ加藤茂子マ本

間雅彦O岩手県マ長津浩美O宮城
県マ鎌内浩O秋田県マ山岸剛O茨

城県マ大島登マ常盤和己マ藤本歌

子O埼玉県マ小野嫡マ古関和則マ

小林哲朗マ志村隆司マ田口昭博マ

漬田研一一〉松本安裕。千葉県マ伊

賀久則マ猪苗代健一マ斎藤雅晴マ

坂口はつ子マ平田淳一一〉宮津敏彦

マ若林満。東京都マ飯島孝夫マ香

川謙二マ勝野輝美マ鮒洗洋取締役

金融機関名 口座番号

郵便局振替口座 00150-7-131175 

農林中央金庫本店 （普） 4002950 

三菱東京UF J銀行本店 （普） 7651728 

みずほ銀行神田支店 （普） 1309520 

※各都道府県の漁業協同組合等でも募金を受け付けております。

恐れ入りますが、お持ち込みの際はそちらへ直接お問い合わせください。

漁船海難遺児育英会

〈振込口座名〉

公益財団法人

会
長
江
刺
冨
美
子
マ
鮒

B
R
B
マ
柄
津

彰
マ
木
部
茂
徳
マ
古
田
土
満
マ
高
田
明

生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京

子
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
普
マ
松
井
明

マ
向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川

県
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明

美
マ
中
村
芳
正

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

。
静
岡
県
マ
古
寺
健
二

O
兵
庫
県
マ
武

田
佳
子
。
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

O
長

崎
県
マ
寺
島
和
子
。
大
分
県
マ
中
嶋

一

太〔
1
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
漬

田
研

一
マ
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀

久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一
〉
大
類
裕
久
マ
斎

藤
雅
晴
マ
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若

林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙

・励ましおじさん・おばさん奨学資金

この寄附金は、大学生等に貸与する奨学資金を、ある期間、いわば奨学生の親代

わりとなっていただき、ご支援をお願L、するものです。ご寄附をいただく期間と金

額につきましては、いずれもご協力いただける範囲で結構です。

ご希望の方には申込書（／、ガキ）をお送りしますので、お気軽にお問い合わせ〈

ださい。個人に限らず、団体・会社等からのご連絡もお待ちしております。

なお、こちらの振込先は、 水色の羽根募金の振込先とは異なりますのでご注意く

ださい。

〈寄附金の税法上の優遇措置について〉

本会に対する寄附金は、「法人jでは法人税法上一定額の損金算入が認められ、「個
人Jでは所得税法上の特定寄附金として所得控除または税額控除の対象となります。
なお、個人住民税につきましては各自治体でで条例が異なりますので、ご確認く

ださい。

※相続または遺贈分からのご寄附については、事前にご連絡をお庫品、致します。

ニ
マ
勝
野
輝
美
マ
掛
洗
洋
取
締
役
会
長

江
刺
冨
美
子
マ
附

B
R
B
マ
木
部
茂
徳

マ
古
田
土
満
マ
白
井
久
子
マ
高
田
明
生

マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京
子

マ
虞
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松
井
明
マ

向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県

マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美

マ
浜
喜
水
産
側
代
表
取
締
役
太
田
昌
之

マ
大
和
陸
子

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男
。

静
岡
県
マ
古
寺
健
二

O
山
口
県
マ
熊
谷

佐
枝
子

〔
2
月〕

マ
。
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ

本
間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮

城
県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己

マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ

小
林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ

演
田
研
一
一
〉
松
本
安
裕
マ
村
田
奇

一
O

千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
マ

岩
崎
昌
子
マ
大
類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ

坂
口
は
つ
子
マ
桧
山
猛
マ
平
田
淳

一
一〉

宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東
京
都
マ
飯
島

孝
夫
マ
勝
野
輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会

長
江
刺
冨
美
子
マ
掛

B
R
B
マ
木
部
茂

徳
マ
古
田
土
満
マ
須
藤
徳
之
マ
高
田
明

生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京

子
マ
春
田
孝
二
郎
様
春
田
朝
子
様
マ
贋

重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松
井
明
マ
三
橋

宏
次
マ
向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神

奈
川
県
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐

藤
明
美

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡

県
マ
古
寺
健
二

O
大
阪
府
マ
角
丸
英
子

。
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

育

英

基

金

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）
」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。
）

〔
ロ
月
〕

O
北
海
道

マ
柳
原
貞
夫

O
東

京
マ
J
F
全
漁
連
／
購
買
事
業
部
石
油

第

一
課
境
港
油
槽
所

・
釧
路
油
槽
所

・

酒
田
油
槽
所

・
長
崎
油
槽
所
・
八
戸
油

槽
所
／
東
北
事
業
所

・
仙
台
駐
在

O
富

山
県
マ
山
田
良
樹

O
静
岡
県
マ
静
岡
県

温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
沼
津
分
場
職

員
マ

J
F
静
岡
漁
連
役
職
員
マ
静
岡
県

漁
業
振
興
基
金
役
職
員
マ
静
岡
県
漁
業

信
用
基
金
協
会
役
職
員
マ
静
岡
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会

O
京
都
府
マ
京
都
府

立
海
洋
高
等
学
校
生
徒
会

O
長
崎
県
マ

「
な
が
さ
き
実
り

・
恵
み
の
感
謝
祭

2

0
1
3」
実
行
委
員
会

J
F
・
水
産
グ

ル
ー
プ
事
務
局
マ
蜘
ア
ド
長
崎
新
聞
マ

小
西
藤
司
｜
ご
母
堂
様
ご
逝
去
に
際
し

マ
J
F
共
水
連
長
崎
県
事
務
所
マ
長
崎

県
水
産
部
マ
長
崎
県
漁
業
共
済
組
合
マ

J
F
長
崎
漁
連
マ
長
崎
県
漁
業
信
用
基

金
協
会
マ
長
崎
県
漁
船
保
険
組
合
マ

J

F
長
崎
信
漁
連

〔
1
月〕

O
北
海
道
マ
J
F猿
払
村
｜
船

頭
会
懇
親
会
に
お
け
る
募
金
マ
常
日
漁

協
女
性
部

O
青
森
県
マ
J
F
横
浜
町
マ

の羽根募金水色! ! 手をの愛漁船海難遺児
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丸
本
末
義
マ
J

F
後
潟
マ
J

F
佐
井
村

マ
三
沢
ほ
つ
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ

J

F
十
三
マ
J

F
深
浦
マ
青
森
県
漁
業

共
済
組
合
マ
J

F
青
森
信
漁
連
マ
J

F

青
森
市
マ
J

F
脇
野
沢
村

O
宮
城
県
マ

地
励
協

O
福
島
県
マ
い
わ
き
家
畜
保
健

衛
生
所
マ
い
わ
き
教
育
事
務
所
マ
い
わ

き
建
設
事
務
所
マ
い
わ
き
地
方
振
興
局

企
画
商
工
部
・
県
税
部
・
県
民
部

・
出

納
室
マ
い
わ
き
農
林
事
務
所
マ

（
公
財
）

福
島
県
栽
培
漁
業
協
会
マ
相
双
農
林
事

務
所
双
葉
農
業
普
及
所
マ
相
双
保
健
福

祉
事
務
所
い
わ
き
出
張
所
マ
J

F
中
之

作
マ
福
島
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

マ
福
島
県
漁
連
役
職
員
厚
生
会
マ
福
島

県
水
産
試
験
場
マ
福
島
県
水
産
事
務
所

。
石
川
県
マ
横
川
幸
江
マ
J

F
い
し
か

わ
か
な
ざ
わ
総
合
市
場
マ
J

F
い
し
か

わ
押
水
支
所
マ
J

F
い
し
か
わ
志
賀
支

所
マ
J

F
い
し
か
わ
小
松
支
所
マ
J

F

い
し
か
わ
小
木
支
所
マ
J

F
い
し
か
わ

西
海
支
所
マ
J

F
い
し
か
わ
南
浦
支
所

マ
J

F
い
し
か
わ
本
所
マ
石
川
県
漁
業

士
会
マ
田
辺
洋
子
マ
涌
村
邦
江

O
静
岡

県
マ
J

F
焼
津
マ
焼
津
漁
業
協
同
組
合

女
性
部
マ
静
岡
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J

F
静
岡
信
漁
連
本
所
マ
大
井
川
港
漁
業

協
同
組
合
青
壮
年
部

O
愛
知
県
マ
地
励

協
。
福
井
県
マ
J

F
越
前
町
マ
J

F
三

国
港
マ
J
F
若
狭
高
浜
マ
池
田
真
由
美

マ
J
F
敦
賀
市
マ
J

F
美
浜
町

O
広
島

県
マ
J

F
安
浦
マ
J

F
下
蒲
刈
町
マ
J

F
蒲
刈
町
マ
J

F
向
島
町
マ
J

F
広
マ

広
島
県
漁
業
共
済
組
合
マ
J

F
広
島
漁

連
マ
広
島
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J

F
広

島
信
漁
連
マ
J
F
広
島
信
漁
連
福
山
支

店
マ
J

F
三
高
マ
J

F
川
尻
マ
J
F
早

田
原
マ
J

F
大
崎
上
島
マ
J
F
田
島
マ

J

F
東
江
マ
東
江
漁
業
協
同
組
合
女
性

部
マ
J
F
浜
毛
保
マ
J
F
福
山
市
マ
地

励
協

O
香
川
県
マ
J
F
さ
ぬ
き
市
マ
J

F
庵
治
マ
J
F
引
田
マ
J
F
鴨
庄
マ
J

F
観
音
寺
マ
観
音
寺
市
水
産
振
興
連
絡
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協
議
会
マ
丸
亀
市
産
業
文
化
部
農
林
水

産
課
マ

（
公
財
）
香
川
県
水
産
振
興
基

金
マ
J

F
香
西
マ
香
川
県
漁
業
共
済
組

合
マ
J

F
香
川
漁
連
マ
香
川
県
漁
業
信

用
基
金
協
会
マ
香
川
県
漁
船
保
険
組
合

マ
J

F
香
川
信
漁
連
マ
香
川
県
水
産
会

館
互
助
会
マ
香
川
県
農
政
水
産
部
水
産

課
マ
J

F
高
松
市
瀬
戸
内
マ
高
松
市
農

林
水
産
課
マ
三
豊
お
さ
か
な
市
マ
J

F

共
水
連
四
国
事
業
本
部
マ
J

F
多
度
津

町
高
見
マ
多
度
津
町
産
業
課
マ
J

F
白

方
マ
J
F
牟
礼
マ
地
励
協

O
福
岡
県
マ

J

F
糸
島

O
大
分
県
マ
J

F
共
水
連
大

分
県
事
務
所
マ
全
国
合
同
漁
業
共
済
組

合
大
分
県
事
務
所
マ
J

F
お
お
い
た
長

洲
工
場
マ
大
分
県
漁
協
女
性
部
杵
築
支

部
マ
J

F
お
お
い
た
下
入
津
支
店
マ
J

F
お
お
い
た
杵
築
支
店
マ
J

F
お
お
い

た
佐
賀
関
支
店
マ
J

F
お
お
い
た
佐
伯

支
店
マ
J

F
お
お
い
た
姫
島
支
店
マ
J

F
お
お
い
た
本
店
マ
J

F
お
お
い
た
名

護
屋
支
店
マ
大
分
県
漁
業
士
連
絡
協
議

会
マ
大
分
県
漁
船
保
険
組
合
マ
大
分
県

中
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班

マ
大
分
県
東
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興

部
水
産
班
マ
大
分
県
南
部
振
興
局
農
山

漁
村
振
興
部
水
産
班
マ
大
分
県
農
林
水

産
部
水
産
振
興
課
マ
大
分
県
農
林
水
産

部
漁
業
管
理
課
マ
大
分
県
農
林
水
産
部

漁
港
漁
村
整
備
課
マ
大
分
県
北
部
振
興

局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班

〔

2
月〕

O
北
海
道

マ
第
刊
回
マ
リ
ン

バ
ン
ク
推
進
委
員
全
道
大
会
演
芸
会
マ

乾
親
子
｜
香
料
の

一
部
マ
宗
谷
地
区
漁

協
青
年
部
連
絡
協
議
会
｜
第
ω
回
宗
谷

地
区
漁
協
青
年
部
大
会
マ
和
田
志
津
子

｜
香
料
の

一
部

O
青
森
県
マ
三
沢
市
漁

協
小
型
船
部
会
。
愛
知
県
マ
地
励
協

O

山
口
県
マ
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合

会
下
関
支
部
マ
J
F
山
口
伊
崎
支
店
マ

J
F
山
口
宇
田
郷
支
店
マ
J
F
山
口
宇

部
岬
支
店
マ
J
F
山
口
黄
波
戸
支
店
マ

J
F
山
口
下
関
南
風
泊
支
店
マ
J
F
山

口
蓋
井
島
支
店
マ
J

F
山
口
吉
佐
支
店

野
島
支
所
マ
J
F
山
口
玉
江
浦
支
店
マ

J

F
山
口
小
島
支
店
マ
J

F
山
口
小
野

田
支
店
マ
J

F
山
口
仙
崎
支
店
マ
J

F

山
口
津
黄
支
店
マ
J

F
山
口
東
岐
波
支

店
マ
J

F
山
口
平
生
町
支
店
マ
J

F
山

口
豊
浦
支
店
マ
J

F
山
口
野
波
瀬
支
店

マ
J

F
山
口
六
連
島
支
店
マ
J

F
山
口

吉
母
支
店
マ
J

F
山
口
本
店
マ
山
口
県

実
績
発
表
大
会
実
行
委
員
会
マ
豊
浦
町

さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

O
徳
島
県

マ
海
野
徹
也
マ
上
田
幸
男
マ
地
励
協

O

佐
賀
有
明
マ
佐
賀
県
有
明
海
漁
協
青
年

部2
、
一
般
寄
附

〔
抱
月
〕

O
北
海
道
マ
丸
銀
漁
業
側
マ
釧

路
ア
ポ
ロ
石
油
蜘
マ
後
志
南
部
地
区
漁

業
士
会
マ
坪
俊
逸
マ
日
東
水
産
蜘
マ
波

間
漁
業
側
マ
米
倉
水
産
蜘
マ
北
海
道
厚

岸
朔
洋
高
等
学
校
マ
北
海
道
函
館
水
産

高
等
学
校
マ
北
冷
蔵
鮒
マ
嗣
弐
本
滝
漁

業

O
青
森
県
マ
マ
ル
ヨ
水
産
制
マ
側
弘

前
丸
魚
マ
側
福
島
漁
業
マ
久
栄
漁
業
側

マ
鮫
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
｜
八
戸
漁
業
指

導
協
会
経
由
マ
青
森
県
立
八
戸
水
産
高

等
学
校

O
岩
手
県
マ
側
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
東
北
区
水
産
研
究
所
宮
古
庁

舎
マ
釜
石
海
上
保
安
部
マ
宮
古
海
上
保

安
署
マ
金
沢
漁
業
側
代
表
取
締
役
金
津

俊
明
マ
村
上
三
男
マ
藤
田
栄

一
郎
マ
岡

大
井
漁
業
部

O
宮
城
県
マ
海
形
水
産
駒

代
表
取
締
役
佐
藤
和
哉
マ
側
カ
ネ
コ
橋

沼
商
店
マ
蜘
仙
台
水
産
マ
蜘
鈴
木
漁
業

マ
気
仙
沼
ほ
て
い
蜘
マ
気
仙
沼
海
上
保

安
署
マ
宮
城
海
上
保
安
部
マ
高
橋
寿
マ

水
野
水
産
鮒
マ
菅
野
静
春
マ
千
葉
清
紀

マ
大
興
水
産
蜘
マ
翻
洋
船
舶
側

O
秋
田

県
マ
秋
田
県
立
男
鹿
海
洋
高
等
学
校
マ

大
館
市
青
果
魚
類
卸
売
蜘

O
山
形
県
マ

梅
津
洋
介
。
福
島
県
マ
掛
酢
屋
商
店
。

茨
城
県
マ
蜘
藤
村
マ
蜘
高
木
商
店
マ
石

川
正
明
マ
藤
本
歌
子

O
栃
木
県
マ
側
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

日
光
庁
舎
。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千

葉
県
マ
協
同
水
産
流
通
蜘
マ
極
東
オ
イ

ル
鮒
マ
千
葉
県
立
館
山
総
合
高
等
学
校

マ
千
葉
県
立
勝
浦
若
潮
高
等
学
校
マ
千

葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
学
校
マ
全
国
漁

業
協
同
組
合
学
校
マ
柏
魚
市
場
掛
マ
飯

村
久
子
マ
清
水
通
雄

O
東
京
都
マ
オ
ー

シ
ャ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
l
ズ
偏
マ
ニ
チ

モ
ウ
蜘
／
ニ
チ
モ
ウ
側
役
員
・
従
業
員

／
ニ
チ
モ
ウ
フ

l
ズ
蜘
本
社
・
大
阪
営

業
所

・
広
島
営
業
所

・
福
岡
出
張
所
／

北
海
道
ニ
チ
モ
ウ
船
／
東
北
ニ
チ
モ
ウ

鮒
／
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ
鮒
／
日
網
興
産

附
／
鮒
ソ

l
エ
l
／
蜘
ニ
チ
モ
ウ
ワ
ン

マ
ン
／
掛
ニ
チ
モ
ウ
マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

／
ニ
チ
モ
ウ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
鮒
／
蜘

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ィ

マ
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
蜘

マ

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
マ

（
一
財
）
日
韓
・
日
中
新
協
定
対

策
漁
業
振
興
財
団
マ

（
一
財
）
海
苔
増

殖
振
興
会
マ

（
一
財
）
東
京
水
産
振
興

会
マ
（
一
社
）
漁
業
信
用
基
金
中
央
会

マ

（
一
社
）
全
国
い
か
釣
り
漁
業
協
会

マ

（
一
社
）
全
固
ま
き
網
漁
業
協
会
マ

（
一
社
）
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ

ン
タ
ー

マ

（
一
社
）
全
国
近
海
か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
マ

（
一
社
）
海
外
ま

き
網
漁
業
協
会
マ

（
一
社
）
自
然
資
源

保
全
協
会
マ

（
一
社
）
全
国
漁
業
無
線

協
会
マ

（
一
社
）
大
日
本
水
産
会
マ
海

洋
土
木
船
マ
船
協
同
セ
ミ
ナ
ー

マ
冊
中

央
漁
業
公
社
マ
船
日
本
丸
マ
宮
原
邦
之

ー
香
典
の

一
部
マ
漁
業
者
国
民
年
金
基

金
マ
漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会
マ
漁
船

保
険
中
央
会
マ
共
同
船
舶
側
マ

（
公
財
）

海
洋
生
物
環
境
研
究
所
マ

（
公
社
）
全

国
豊
か
な
海
愉つ
く
り
推
進
協
会
マ

（公

社
）
日
本
海
難
防
止
協
会
マ

（
公
社
）

日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協
会

マ
制
ジ

ェ
イ
エ
フ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
支
援

協
会
マ
即
日
本
鰹
節
協
会
マ
若
井
克
友

マ
吹
原
弘
宣
マ
水
産
庁
記
者
ク
ラ
ブ
／

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
・
防
災
漁
村

課
／
漁
政
部
企
画
課

・
漁
業
保
険
管
理

官
室

・
水
産
経
営
課
／
資
源
管
理
部
管

理
課

・
漁
業
調
整
課

・
国
際
課
／
増
殖

推
進
部
栽
培
養
殖
諜
／
長
官
室
マ
清
水

政
幸
マ
石
油
防
災
側
マ
石
崎
信
義
マ
泉

〉

喫
煙
者
の
集
団
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
い
ま
す
。
（
野
菜
は
ほ
ぼ
も
や
し
で
す

．

＼
／

l
h
J／

一
一つ
奥
の
路
地
を
右
に
入
る
と
次
郎
が
、
野
菜
マ
ン
マ
ン
1

と
注
文
し
て

一

＼
i

｝

「

B
3
－

の
目
印
で
あ
る
黄
色
い
看
板
が
目
に
い
る
方
も
い
た
の
で
、
た
く
さ
ん
食

一

ヘ
ち
ょ
っ
と
り

L
一a
N二

－

f

J

i

〈
寸

d
e」

－

入
り
ま
す
。
お
店
に
入
っ
て
す
ぐ
に
べ
た
い
方
に
は
う
れ
し
い
お
店
で
す
）

一

／

一

息

：

・

」

話

－

こ

戸
、
人
’
3IEJ
A
L
、

券
売
機
が
あ
り
、
食
券
を
カ
ウ
ン
タ
私
個
人
の
満
足
度
は
、
（
こ
っ
て
り
ラ

／
＼
第
幻
回

rペ
＼

・

一

I
1

〈

l
に
出
す
と
す
ぐ
に
「
ト
ッ
ピ
ン
グ

l
メ
ン
が
好
み
な
の
で
）
ω
%
で
し

・

は
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
「
え
っ
」
と
た
。
店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
で
、

一

以
前
、
神
田
駅
の
周
辺
は
ラ

l
メ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
壁
に
目
を
や
る
お
昼
ぴ
っ
た
り
に
到
着
し
叩
分
く
ら

一

一
ン
激
戦
区
で
す
。
と
ご
紹
介
し
ま
し
と
「
（
ト
ッ
ピ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

一
無
料
）
い
並
び
ま
し
た
。
客
層
は
ほ
ぼ
男
性

・

い
た
。
そ
の
時
に
多
少
で
す
が
反
響
を
野
菜
・
に
ん
に
く

・
油
多
め

・
濃
口
」
で
女
性

一
人
で
は
か
な
り
度
胸
が
い

・

一
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
少
し
ク
ロ
と
書
い
で
あ
っ
た
の
で
、
反
射
的
に
る
と
思
い
ま
す
。
興
昧
を
も
っ
て
い

一

一
1
ズ
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
た
い
と
「
野
菜
」
と
言
い
、
出
て
き
た
の
が
こ
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
是
非
、

一
度
足

一

一
思
い
ま
す
。

ん
な
感
じ
で
す
（
写
真
）
。
昧
は
背
油
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ラ
l
メ

・

第
1
弾
は
「
ラ
ー
メ
ン
（
元
）

二

が
浮
い
て
い
る
割
に
は
か
な
り
あ
っ
ン
が
好
き
な
方
な
ら
「
う
ん

・
う
ん
」

一

一
郎
神
田
店
」
で
す
。
※
二
郎
の
前
さ
り
で
、
に
ん
に
く
も
ト
ッ
ピ
ン
グ
っ
て
嬉
し
く
な
れ
る
お
店
だ
と
思
い

一

一
に
（
元
）
が
付
い
て
い
る
理
由
は
、
元
々
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
（
泣
）
。
麺

ま

す

。

一

一
二
郎
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
は
、
太
く
柔
ら
か
目
で
私
は
好
み
で
で
は
、
ラ
ー
メ
ン
本
の
よ
う
に
な

一

一
経
営
が
別
の
「
ラ
ー
メ
ン
二
郎
」
の
し
た
が
、
後
か
ら
来
た
常
連
ら
し
き
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
プ
ン
プ
ン
で
・
：
。一

一
商
標
登
録
に
よ
り
名
前
が
使
用
不
可
人
達
は
「
カ
タ
メ
」
と
注
文
す
る
の
苦
情
が
出
て
、
終
了
し
て
し
ま
う
か

・

一
に
な
っ
た
よ
う
で
、

二
郎
の
文
字
だ
に
納
得
で
き
る
度
初
%
。
ト
ッ
ピ
ン
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
第
2
弾
も
お
楽

一

一
け
薄
く
消
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

圃
圃
可
JJ
川
劃
間
刈
M
闘
グ
の
野
菜
は

し
み
に
。

園宗
達
時

i
f

－

．

場
所
は
神
田
駅
南
口
を
出
て
日
銀

圃豆
開
苅
お
刃
訟
と
二
圃

も

や
し
W
%
春
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
が
、

…

－一
面
軍
－U
戸
川
州
』
ぷ
EF

圃

一
通
り
を
日
本
橋
方
面
へ

5
分
ま
ど
歩

E

叫
んに
ヌ
b
Eキ
ャ
ベ
ツ

3

ち
ょ
っ
と
肌
寒
い
こ
の
季
節
。
皆
さ

一

l

E

一仁
～ミ
三
mt－圃

…
い
て
い
き
ま
す
と
右
手
に
タ
バ
コ
の

＝
一

心

今

野

禽

品
%
で
シ
ャ
キ
ん
も
ラ
ー
メ
ン
食
べ
に
行
き
ま
せ
ん

…

一
販
売
機
の
周
り
に
た
む
ろ
し
て
い
る

国

際

A

3
Fd
ミ
週
シ
ャ
キ
し
て

か

？

（

K
）

の羽根募金水色!! の手を漁船海難遺児に愛
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津
和
行
マ
全
国
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業
協

同
組
合
マ
全
国
遠
洋
沖
合
漁
業
信
用
基

金
協
会
マ
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会

マ
J

F
全
漁
連
マ
J

F
共
水
連
マ
全
国

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
国

水
産
物
卸
組
合
連
合
会
マ
全
日
本
海
員

組
合
本
部

マ
町
田
幸
子
マ
東
京
水
産

タ
ー
ミ
ナ
ル
鮒
マ
東
京
北
魚
蜘
マ
東
検

産
業
側
マ
N
P
O
水
産
業
・
漁
村
活
性

化
推
進
機
構
マ
畑
農
林
漁
業
信
用
基
金

マ
日
本
か
つ
お

・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同
組

合
マ
日
本
鰹
鮪
漁
船
保
険
組
合
マ
農
水

産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
マ
農
林

中
央
金
庫
マ
不
二
機
材
蜘
／
喫
茶
ビ
ー

バ
ー

マ
望
月
英
夫
マ
北
部
ま
き
網
漁
業

側

マ
伺
テ
ィ

1
・
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ

l

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
竹
前
康
世
マ
落
合

昭
男
マ
粛
藤
寿
郎
マ

（
公
財
）
水
産
物

安
定
供
給
推
進
機
構
マ

（
公
財
）
海
と

渚
環
境
美
化

・
油
濁
対
策
機
構

O
神
奈

川
県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増

養
殖
研
究
所
横
須
賀
庁
舎
マ
横
浜
冷
凍

蜘
マ
例
日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員

会
館
（
エ
ス
カ
ル
横
浜
）

O
新
潟
県
マ

（
公
財
）
海
洋
生
物
環
境
研
究
実
証
試
験

場
マ
新
潟
漁
業
調
整
事
務
所
。
富
山
県

マ
丸
中
水
産
蜘
マ
池
田
水
産
側
代
表
取

締
役
池
田
博
マ
布
目
久
幸

O
石
川
県
マ

旭
岡
秋
子

O
福
井
県
マ
福
井
缶
詰
附
マ

福
井
中
央
魚
市
船

O
山
梨
県
マ
佐
藤

一

江
マ
山
梨
中
央

水
産
蜘

O
岐
阜

県
マ
土
田
明
子

。
静
岡
県
マ
蜘

浜
平
漁
業
代
表

取
締
役
山
田
洋

二
マ
三
和
厨
理

工
業
側
マ
日
光

水
産
蜘
マ
福
久

漁
業
側
マ
福
龍

漁
業
蜘

O
愛
知

県
マ
揃
寿
丸
。

三
重
県
マ
海
王

年 4月 1日（平成26) よだム一A英育

お知らせ 。
ゆぴ募金（募金型自動販売機）による

2013年12月末までの寄附金累計額は

665,961円です。
ご協力ありがとうございました。

議長ゆぴ募童に関宮るお問い合わせは事務局まで

( 4) 

丸
漁
業
側
代
表
取
締
役
社
長
中
村
将
照

マ
蜘
長
久
丸
会
長
大
門
長
衛
マ
岡
三
重

大
学
生
物
資
源
学
部
マ
仙
昌
丸
武
村
仙

博
マ
陶
甚

一
丸
漁
業

O
京
都
府
マ
側
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
海
区
水
産

研
究
所
宮
津
庁
舎

O
大
阪
府
マ
高
瀬
正

。
兵
庫
県
マ
五
弓
徹
マ
例
日
本
船
員
厚

生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会
館
マ
神
戸

水
産
物
小
売
協
同
組
合
マ
村
瀬
和
夫
マ

大
和
漁
業
倒
代
表
取
締
役
磯
田
和
志
マ

内
橋
昭
三

O
奈
良
県
マ
諸
富
靖
史

O
鳥

取
県
マ
共
和
水
産
鮒
マ
浜
野
茂
夫

O
島

根
県
マ
島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学
校

。
岡
山
県
マ
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
蜘
マ

岡
山
県
漁
船
保
険
組
合

O
広
島
県
マ
働

呉
海
員
会
館
。
山
口
県
マ
和
田
徹

O
愛

媛
県
マ
扇
屋
食
品
蜘

O
高
知
県
マ
側
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

古
満
目
庁
舎
マ
山
田
雄
二
郎
マ
杉
本
幸

貞
マ
大
熊
水
産
鮒

O
福
岡
県
マ
鮒
伊
藤

商
店
マ
掛
福
岡
魚
市
場
マ
北
九
州
水
産

物
小
売
団
体
協
同
組
合

O
佐
賀
県
マ
ユ

ウ
シ

l
ド
東
洋
側
マ
蜘
唐
津
魚
市
場
。

長
崎
県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

西
海
区
水
産
研
究
所
五
島
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー

マ
ま
る
の
漁
業
側
マ
海
興
水
産

側
代
表
取
締
役
中
村
栄
治
マ
山
田
水
産

駒
マ
長
崎
大
学
水
産
学
部
マ
田
中
克
博

｜
香
典
返
し
の

一
部
マ
平
戸
魚
市
側
マ

倒
五
島
市
福
江
魚
市

O
熊
本
県
マ
J

F

河
内

O
大
分
県
マ
鮒
佐
伯
魚
市
場
マ
大

分
魚
市
側

O
宮
崎
県
マ
偏
由
丸
水
産
。

鹿
児
島
県
マ
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
水
産

高
等
学
校
マ
冨
元
小
松
マ
冨
元
典
嗣
マ

枕
崎
水
産
加
工
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
西
村
協
マ
嗣
入
枝
海
事
事
務
所

代
表
取
締
役
人
枝
伸
親

O
沖
縄
県
マ
側

ホ
ク
ガ
ン

マ
阪
井
光
平

O
そ
の
他
マ
ナ

カ
ジ
ョ
ウ
ミ
ツ
コ

〔

1
月〕

O
北
海
道

マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
北
海
道
区
水
産
研
究
所
釧

路
庁
舎
マ
第

一
管
区
海
上
保
安
本
部
マ

北
海
道
漁
業
調
整
事
務
所
。
青
森
県
マ

青
森
海
上
保
安
部

O
岩
手
県
マ
岩
手
県

立
宮
古
水
産
高
等
学
校

O
宮
城
県
マ
国

土
交
通
省
東
北
運
輸
局

O
山
形
県
マ
山

形
県
立
加
茂
水
産
高
等
学
校
マ
善
賓
寺

龍
王
講

O
福
島
県
マ
水
野
水
産
倒
マ
福

島
海
上
保
安
部
マ
矢
吹
正

一
O
茨
城
県

マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工

学
研
究
所
神
栖
庁
舎
マ
側
石
田
丸
漁
業

代
表
取
締
役
石
田
洋

一
O
埼
玉
県
マ
小

野
沢
通

O
千
葉
県
マ
蜘
平
庄
マ
蜘
北
辰

水
産
マ
千
葉
県
立
館
山
総
合
高
等
学
校

マ
千
葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
学
校
マ
飯

村
久
子
。
東
京
都
マ
安
田
仁
奈
マ

（
一

社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

マ

榎
本
み
つ
枝
マ
蜘

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

マ
蜘
極
洋
マ
附
日
本
政

策
金
融
公
庫
マ
倒
東
京
海
洋
大
学
マ
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
／
漁
政

部
加
工
流
通
課
・
水
産
経
営
課
／
増
殖

推
進
部
研
究
指
導
課
・
栽
培
養
殖
課
マ

高
橋
誉
史
信
マ
日
本
水
産
附
マ
明
治
大

学
付
属
中
野
八
王
子
中
学
校
・
高
校
生

徒
会
福
祉
委
員
会
l
校
内
募
金
マ

（
一

社
）
大
日
本
水
産
会
マ
高
橋
誉
史
信

O

神
奈
川
県
マ
久
保
田
化
工
機
械
マ
側
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
本
部
。
静
岡
県

マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
水

産
資
源
研
究
所
清
水
庁
舎
マ
極
洋
水
産

蜘
マ
静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等
学
校
。

愛
知
県
マ
国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
マ

大
東
魚
類
側

O
京
都
府
マ
大
京
魚
類
脚

。
兵
庫
県
マ
小
林
東
洋
志
マ
瀬
戸
内
海

漁
業
調
整
事
務
所
マ
J

F
淡
路
島
岩
屋

｜
C
D
売
上
金

O
鳥
取
県
マ
境
港
漁
業

調
整
事
務
所
マ
浜
野
茂
夫

O
福
岡
県
マ

九
州
漁
業
調
整
事
務
所
。
長
崎
県
マ
側

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産

研
究
所
長
崎
庁
舎

O
大
分
県
マ
側
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
上

浦
庁
舎
。
宮
崎
県
マ
宮
崎
県
立
宮
崎
海

洋
高
等
学
校
。
鹿
児
島
県
マ
富
元
小
松

〔

2
月〕

O
北
海
道
マ
側
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
北
海
道
区
水
産
研
究
所
札
幌

庁
舎

O
青
森
県
マ
水
産
八
戸
新
年
祝
賀

会
実
行
委
員
会

O
秋
田
県
マ
秋
田
海
上

保
安
部

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉

県
マ

（
公
財
）
海
洋
生
物
環
境
研
究
所

中
央
研
究
所
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ

（
一
財
）
日
本
鯨
類
研
究
所
マ
側
ト
ー
タ

ル
ウ
ェ
ル

マ
漁
船
保
険
中
央
会
マ

（公

社
）
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
マ
水
産

庁
資
源
管
理
部
漁
業
調
整
課
／
増
殖
推

進
部
漁
場
資
源
諜

O
神
奈
川
県
マ
神
奈

川
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校

O
愛
知
県

マ
愛
知
県
立
三
谷
水
産
高
等
学
校
P
T

A
O
三
重
県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
増
養
殖
研
究
所
南
勢
庁
舎

O
奈
良

県
マ
掛
南
都
水
産

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂

夫

O
山
口
県
マ
浦
部
久
幸

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

数

(2014年3}115日現在／単位人）

生
,u,, 
ザー奨別県府道者日

， 

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

追
悼

3
月
日
日
、
東
京
都
千
代
田
区
「
国

立
劇
場
」
に
て
、
政
府
主
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
た

『東
日
本
大
震
災
三
周
年
追

悼
式
』
に
鈴
木
専
務
理
事
が
参
列
し
、

追
悼
の
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
か
た
が

た
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

V
昨
年
4
月
に
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
全
国
協
議
会
」
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た

『第
9
期
募
金
運
動
」
が
2
年
目
に

突
入
し
ま
し
た
。
本
紙
、
「
ご
寄
附
の

お
礼
」
欄
を
ご
覧
の
通
り
、
昨
年
度
は
、

た
く
さ
ん
の
個
人

・
団
体
等
の
皆
さ
ま

よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
頂
戴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
会
に
お
い
て
も
、

よ
り
多
く
皆
さ
ま
に
本
会
の
趣
旨
を

知
っ
て
い
た
やた
こ
う
と
、
さ
か
な
ク
ン

を
起
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
新
た
に
作
成

す
る
な
ど
、
本
運
動
の
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。
4
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
が
日
本
の
景
気
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぽ
す
か
先
行
き
不
安
な
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
本
運

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（M
）

＊給与奨学生には特別支媛学生を含む．

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む．

＊休学中の奨学生は人数に含まなl」
事2013年度第4回探悶者は内数である。

の羽根募金水色!! 手をの愛18 ,-
Jし W』漁船海難遺

給与奨学生 貰与費学生 2013年度第41凶採用占

都道府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 4、再十 大学生等 幼児 小学生 中学生 高校生等 大学生等

北海道 3 8 7 15 33 8 41 

背 森 I 2 7 10 I II 

岩 手 I 10 8 10 29 29 

宮 城 3 8 11 IS 37 I 38 

秋 回

はl 形 I I I 

悟 島 2 IS 6 4 27 27 

茨 械

千 葉 2 2 3 I 8 5 13 

東 京 2 2 I 3 

神 奈 川 2 I 2 5 I 6 

新 潟 I I 2 2 

富 山

石 /II 3 I 4 4 

青書 問 2 2 I 3 

愛 知

福 井 2 2 2 

理

京 都 I I I 

大 阪

兵 庫 2 4 6 I 7 

和敏山 I I 2 2 

，烏 取 I I 2 2 

島 被 I I I 

岡 山 I I 2 2 

広 島 I I 1 

山 ロ I 3 4 2 6 

徳 島 I I I 2 

香 JI! I 2 3 3 

愛 媛 2 2 3 8 2 10 

高 知 I I 3 4 I I 

福 岡 I 2 3 I 4 

福岡有明海 I 2 3 3 

佐賀玄海 3 2 5 5 

佐賀有明海

長 崎 I 5 3 5 14 14 

大 分 I I 2 2 

熊 本 2 4 6 6 2 2 

宮 崎 2 3 2 7 2 9 

鹿児島 4 3 4 11 II 

;,p 縄 I 3 2 6 2 8 

Jロ当‘ 富十 18 71 69 93 251 32 283 2 I 3 




